
 

 

 

 

平成１６年６月７日 

各  位 

      会 社 名  ニ ス カ 株 式 会 社 

              代 表 者 名   代表取締役社長 中 里 賢 次 

                     (登録銘柄    コード番号 ６４１５) 

             本 社 所 在 地  山梨県南巨摩郡増穂町小林430番地1 

問い合わせ先  理事 管理部長  宇 津 秀 昭 

Ｔ Ｅ Ｌ  ０５５６-２２-６６００(代表)  

 

当社の親会社     キヤノンファインテック株式会社 

代 表 者 名     代表取締役社長   片 山  肇 

                    （コード番号６４２１ 東証第一部） 

 

 

業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 

平成１６年１月２８日付当社「平成１５年１２月期決算短信（連結）」にて発表いたしました平成

１６年１２月期（平成１６年１月１日～平成１６年１２月３１日）の連結及び単独の中間期の業績予

想と通期の業績予想を下記の通り修正いたします。 

これに伴い、中間及び期末の配当予想を修正いたします。 

 

記 
 

１．中間期の業績予想の修正等（平成１６年１月１日～平成１６年６月３０日） 

  （１）連結決算 

   （単位：百万円）

  売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 予 想 （Ａ） １９，８００  １，３００  ８００ 

今 回 修 正 （Ｂ） ２１，４００  １，９００  １，３００ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ）  １，６００  ６００  ５００ 

増    減    率  ８．１％  ４６．２％  ６２．５％ 

平成１５年６月期実績 １８，４２３  １，５２４  １，１４４ 

 

  （２）単独決算 

   （単位：百万円）

  売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 予 想 （Ａ）  １８，０００  １，４００  ８００ 

今 回 修 正 （Ｂ）  １９，８００  １，９００  １，３００ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ）  １，８００    ５００  ５００ 

増    減    率  １０．０％  ３５．７％  ６２．５％ 

平成１５年６月期実績  １６，６３６  １，５７１  １，２２３ 

 

 

 

 

 

 



 

 ２．通期の業績予想の修正等（平成１６年１月１日～平成１６年１２月３１日） 

  （１）連結決算 

   （単位：百万円）

  売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想 （Ａ）   ３９，４００  ２，８００  １，６００ 

今 回 修 正 （Ｂ）   ４１，０００  ３，４００  ２，１００ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ）    １，６００    ６００  ５００ 

増    減    率     ４．１％  ２１．４％  ３１．３％ 

平成１５年１２月期実績   ３８，５５０  ２，７６２  １，８８８ 

 

  （２）単独決算 

   （単位：百万円）

  売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想 （Ａ）  ３５，６００  ２，８００  １，６００ 

今 回 修 正 （Ｂ）   ３７，４００  ３，３００  ２，１００ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ）    １，８００    ５００  ５００ 

増    減    率     ５．１％  １７．９％  ３１．３％ 

平成１５年１２月期実績   ３４，６７５  ２，７１７  １，８９４ 

 

 

３．中間及び期末の配当予想の修正（平成１６年１月１日～平成１６年１２月３１日） 

   

  中間配当金 期末配当金 年間配当金 

前  回  予  想 ６円 ５０銭 ６円 ５０銭 １３円 ００銭 

今  回  修  正 ９円 ００銭 ９円 ００銭 １８円 ００銭 

    

平成１５年１２月期実績 ５円 ００銭 ８円 ００銭 １３円 ００銭 

 

 

４．修正の理由 

 

（１） 中間期の連結ベースの業績は、単独の業績のプラス影響が大きく、特に経常利益、中間純利 

 益が前回予想を大きく上回る見込みであります。 

   連結の経常利益の増加は、売上高の増加及び原価低減による営業利益の増加が大きな要因で 

 す。 

 

（２） 中間期の単独の経常利益は、主力のペーパーハンドリング事業の伸長による売上高の増加、 

 国内外での生産革新等による原価低減活動により、前回予想を大きく上回る見込みでありま 

 す。 

    また、中間純利益は厚生年金基金解散に伴う特別利益約３億円の計上により、前回予想を大 

 きく上回る見込みであります。 

 

（３） 配当の増額につきましては、中間期の業績をふまえ株主の皆様へ利益還元を行うものであり 

 ます。 

 

 

以 上 

 


